
私の人生は老健に繋がっていた
-私が行ってきた老年医学の研究成果と老健施設での臨床とその未来-

研究成果① フレイル予防につながる食習慣

【ポイント】
大豆・海藻・果物の摂取頻度が高い人ほど、
フレイル予防・改善と関連していた。
『食卓へのちょい足し』がフレイル改善
につながる可能性がある。
＊2026年4月5日 毎日新聞にて「多様な食品 健康維持」として

本研究が掲載。

研究成果② ペットボトルでわかるフレイル・サルコペニアのリスク

【ポイント】
ペットボトルを開けられない高齢者は、
フレイル3.38倍、サルコペニア3.61倍
リスクが上昇していた。
身近な動作が健康状態を映し出している。
＊老年栄養ドットコムにて「ペットボトルのふたが開けられない」は
ロコモ・フレイル・サルコペニア共通のサインかも？に本研究が掲載。

5月29日に開催された栃老健主催の特別
研修会にて浦野施設長が講演しました。

参加者は老健関係者７０名で、施設長が老
年医学を志すきっかけや老健への想いを
伝えました。

また、マロニエ苑や国際医療福祉大学との
研究成果についても伝達して、参加者から
「すごく感動しました」との声がありました。

講演内容の抜粋を記載いたします。

学校法人国際医療福祉大学
介護老人保健施設/介護医療院マロニエ苑・にしなすの総合在宅ケアセンター


